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  2 期目へ小室たかえ 
こども・地域福祉・平和 

 

 地域で育つ・暮らす 
少子高齢化、核家族化、世代を問わず 

孤立しがちな世の中です。安心できる 

まちは、顔の見える関係から。人と人 

とのつながりを作る仕組みを整え、 

子育て・介護の社会化を進めます。 

 一時預かり・子育て支援センター等の 

拡充で、孤立を防ぎ、多様な働き方を 

支援し、それぞれが望むワーク・ライ 

フ・バランスを実現します。 

 子育て支援は、身近な相談体制で寄り添 

い型の支援を充実させると共に、エンパ 

ワメントを促すプログラムを整えます。 

 こどもの権利条約にもとづき、こども主体

の放課後の居場所や、自由な遊びができる

場所を増やします。 

 誰もが安心して暮らせるまちづくりを市民

とともに考え、地域福祉計画を実行性のあ

るものにします。 

 ソーシャルワーカーを地域に配置し、暮ら 

           しを支える制度が  

                     必要な人に届くよ

う          うにします。 

地域経済は、食の安全・豊かな自

然・人材育成で 
 豊かな自然に、市民の 8割が「住み続けた

い」と言っています。多様な働き方を支援し

て住み続けられるまちづくりを進め、満足度

を上げる工夫で、人口流出を防ぎます。 

 若者・子育て中の方・高齢者の起業支援や、

多様な働き方を応援します。 

 学校給食（中学校給食も）は食育と捉え、市

内生産者との交流で地産地消につなげます。 

 「基地のまち」だけではない観光を推進します。 

 火力発電・原子力発電に反対します。自然エ

ネルギーへの切り替えを進めます。 

 ごみの発生抑制を進め、ごみ処理施設稼働に

おける環境対策を強化します。 

 

自治／行財政・議会改革 

議会・行政と市民の距離を縮め、市民自

治を進めます。 

 議会、審議会等の議事録公開を早め、

情報発信をタイムリーなものにしま

す。 

 市民協働推進事業は、最長３年の補助

金交付後、必要に応じた制度化を進め

ます。 

 フ ァ シ リ テ ィ マ ネ ジ メ ン ト

（公共施設適正配置）は、市民自治推進

の視点で進めます。 

 

人間の安全保障で防災・減災を 
基地関連施設の増設や、集団的自衛権の行

使容認により、横須賀から他国の戦争に赴

く可能性が否定できなくなりつつありま

す。立憲主義が軽んじられる状況に、主権

者としての市民の声を届けます。 

気候変動が言われています。自然災害に強

いまちづくりを進めます。 

 原子力空母や基地に起因する課題に取り

組み、横須賀から平和を発信します。 

 津波浸水地域、土砂災害警戒区域の周知

を図り減災に努めます。 

 開発や再開発には、防 

災・減災、環境保全の 

視点を大切にします。 

 
 

引き続き NO!！議員年金 
 神奈川ネットは、企業団体献金に反対

し、政務活動費を市民に公開し、議会の

透明性・公開性に努めてきました。 

 2001 年から議員年金廃止に取り組

み‘11 年に廃止を実現しましたが、受

給資格のある退職議員に税が投入され

ています（～’17 年市町村都道府県で

5,311億円！）。今、新たな年金制度を

作る法案が提出されようとしています。 
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―小室たかえのプロフィール― 
 

□三浦市立三崎小・中学校・県立追浜高校卒 

□関東学院女子短期大学幼児教育科卒業 

□生活クラブ生協で支部委員長などを歴任 

□NPO 法人ワーカーズ・コレクティブキッ

ズポケットメンバー、前理事長 

□横須賀市障害児通所施設マザーズ保育支

援員・療育相談センター保育士、横須賀 Y

ＭCA トライアングルクラスリーダーなど

を経験 

□2015 年 横須賀市市議会議員初当選 

   保育士 幼稚園教諭 

      おもちゃコンサルタント 

鷹取町在住  家族は夫と息子2 人 

1962 年生まれ 趣味：読書・ジョギング 

 

―応援します― 

加藤 彰彦 沖縄大学名誉教授 

      田谷長生会会長 

新藤 宗幸 千葉大学名誉教授 

中村 久子 特非 ワーカーズコレク  

           ティブ協会 

湯浅 一郎 特非 ピースデポ 

大竹 恵美子市内認定特非国際協力団体 

宇佐美 幸子 元市議 

原島 浩子  元市議 

瀧川 君枝  元市議 

社会民主党神奈川県連合推薦 

ーおおぜいの市民で政治を変える！ 企業団体献金も政党助成金もありません！ー 
神奈川ネットワーク運動は、生活の中から見えてきた課題を、政治家や役所に任せきりにせず、市民主体で解決を図る、「市民社会」をめざす

地域政党です。県下には１６の自治体に 2６の地域ネットがあり、県・市議会に１5 人の女性議員がいます。新会員(年会費 1,000 円)、チラシ

まきボランティア、カンパなどでのご参加をお待ちしています。 ―カンパ口座 神奈川ネットワーク運動・横須賀 横浜銀行横須賀支店 541-1834959― 

◆選挙はカンパとボランティア ◆活動費は会費と市民の寄付 ◆身近な問題はミニフォーラムで解決 ◆議員は２期８年で交替 

      

 

 

 

 

ネット・横須賀の活動と実績 
■鷹取川の護岸改修 ■環境整備センターへの震災
がれき受け入れの撤回 ■市議会常任委員会で別室
審議を廃止 ■市議会予算決算書に財源内訳を明記
■市民活動サポートセンターの設置 ■子育て支援
ヘルパー制度の導入 ■学童クラブ補助金の増額 
■農薬散布・シックスクールマニュアル作成  
■ごみ集積所での集団資源回収 ■美術館建設反
対・見直しの提案 ■小児救急２４時間対応の実現  
■1 万メートルプロムナード改修費用の削減 
■明浜・田戸小通学路の改善、安全対策 ■安浦・
富士見公園、青少年会館改善 ■鴨居 AVE 裏、蛾
の発生対策 ■富士見町一丁目開発の戸建への縮小
■放射能対策の安定ヨウ素剤薬局購入  
■市内空港建設計画見直しと久里浜焼却場政策提言 
■万代会館廃止方針の撤回と活用の提言 


